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あ
と
が
き

訂

　正

広
報
委
員
を
募
集

（1） お　お　あ　さ　ひ

地
域
の
力
を
集
め
て

　
ふ
れ
あ
い
食
事
会

チンドン屋さん

きつね踊り

衣装替えのお手伝い

◀ドレス型タオル掛け

お弁当▶

　

　
春
の
訪
れ
が
近
付
き
つ
つ
あ
る

３
月
13
日
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

大
旭
支
部
主
催
「
ふ
れ
あ
い
食
事

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
の
笠
間
市
友
部
社
会
福
祉

会
館
に
は
、
大
旭
支
部
地
域
に
お

住
ま
い
の
80
歳
以
上
の
高
齢
者
65

名
が
、
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
食
事
会
は
、
支
部
役
員
・

女
性
部
（
渡
辺
米
子
部
長
兼
に
じ

の
会
会
長
）
を
は
じ
め
、
支
部
内

の
行
政
区
長
、
民
生
委
員
な
ら
び

に
、
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
支
部
を

あ
げ
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
開
会
は
、
小
野
武
副
支
部
長
の

司
会
で
始
ま
り
、
主
催
者
の
菅
原

毅
支
部
長
か
ら
「
１
０
０
余
名
の

方
々
の
ご
協
力
で
、
ふ
れ
あ
い
食

事
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
春
の
ひ
と
と
き
を
、
お
楽

し
み
下
さ
い
」
と
、
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

　
来
賓
の
、
山
口
伸
樹
笠
間
市
長

か
ら
は
「
大
旭
支
部
の
ふ
れ
あ
い

食
事
会
で
、
地
域
が
元
気
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
笠
間
市
は
、
市
制

10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
課
題
を

解
決
し
つ
つ
、
安
心
で
き
る
街
づ

く
り
を
進
め
ま
す
」
ま
た
、
小
池

和
夫
笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
次

長
か
ら
も
「
本
日
の
つ
ど
い
を
楽

し
ん
で
頂
き
、
末
永
く
元
気
で
お

過
ご
し
下
さ
い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ

に
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　
続
く
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
か
ら
、
数
々
の

演
技
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　
野
菊
の
会
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

き
つ
ね
踊
り
（
独
演
）
と
、

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
（
共
演
）
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り

に
は
会
場
か
ら
の
飛
び
入
り
参
加

も
あ
っ
て
、
楽
し
み
が
一
層
増
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　
小
松
崎
美
恵
子
さ
ん
の
演
じ
る

演
芸
は
、
チ
ン
ド
ン
屋
の
鉦
や
太

鼓
の
に
ぎ
や
か
さ
・
う
い
ろ
う
売

り
の
お
目
出
度
い
口
上
・
南
京
玉

す
だ
れ
の
造
形
の
妙
が
、
次
々
と

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
演
目
の
あ
い
だ
の
衣
装
替
え
で

は
、
場
内
か
ら
お
客
さ
ま
が
お
手

伝
い
と
し
て
出
演
さ
れ
、
ふ
た
り

の
あ
い
だ
で
取
り
交
わ
す
軽
妙
な

や
り
と
り
に
は
、
た
く
さ
ん
の
ほ

ほ
え
み
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
食
事
は
、
女
性
部
の
皆
さ
ん
の

手
に
な
る
、
煮
物
中
心
の
季
節
感

あ
ふ
れ
た
手
作
り
弁
当
で
し
た
。

渡
辺
部
長
か
ら
「
お
客
さ
ま
に
お

い
し
い
と
言
っ
て
頂
け
ま
す
よ
う

に
、
心
を
込
め
て
作
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
、
ゆ
っ
く
り
お
召
し
あ
が

り
下
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
の
の
ち

に
、
参
加
者
全
員
で
食
事
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
食
後
に
は
「
音
楽
の
友
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
Ｙ
＆
Ｋ
」
の
懐
メ
ロ
で
、

若
き
時
代
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
お
客
さ
ま
方
は
、
記
念
品
（
ド

レ
ス
型
タ
オ
ル
掛
け
　
女
性
部
員

の
手
編
み
品
）
を
手
に
し
て
、
帰

途
に
つ
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
大
旭
支
部
で
は
、
広
報
紙
を
年

３
回
発
行
し
て
い
ま
す
。
仕
事
の

内
容
は
、
企
画
・
取
材
・
編
集
な

ど
の
作
業
を
通
じ
て
、
支
部
の
活

動
状
況
な
ど
を
会
員
の
皆
様
に
報

告
す
る
こ
と
が
主
な
事
業
で
す
。

　
広
報
紙
作
成
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
を
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☎
０
９
０ 

２
５
４
７ 

１
２
８
０ 

広
報
委
員
長
　
吉
田
正
次

　
昨
年
12
月
27
日
発
行
の
、
本
誌

第
１
０
７
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
鷲
見
泉
石

（
正
）
鷹
見
泉
石

　
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
、
友
部

第
二
小
学
校
主
催
「
地
域
の
方
に

感
謝
す
る
会
」
で
の
意
見
交
換
会

の
際
に
、
提
起
さ
れ
た
通
学
道
路

の
危
険
個
所
は
、
笠
間
市
に
改
善

を
依
頼
の
結
果
、
３
月
10
日
に
段

差
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
関
係
者

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（4）お　お　あ　さ　ひ

平
成
27
年
度
会
員
会
費
の
報
告
と
お
礼

　

平 成 2７年 度 　 大 旭 支 部 会 員 会 費 報 告

地　区　名 法人 特別 一般 会員 合　　計
矢 野 下 藤 株

矢 野 下 下 郷

大 沢 上 １

大 沢 上 ２

大 沢 上 ３

大 沢 下 １

大 沢 下 ２

八 幡 台 １

八 幡 台 ２

原 団 地

清 住 町

若 狭 山

旭 台

旭 台 団 地 １

旭 台 団 地 ２

旭 台 団 地 ３

旭 台 団 地 ４

旭 平 １

旭 平 ２

旭 平 団 地

旭 崎 １

旭 崎 ２

緑 ヶ 丘 団 地

サ ン ス テ ー ジ

矢 野 下 本 郷

アクシーズタワー本郷

合 計

 0 0 18 18 18,000

 0 1 76 77 79,000

 0 2 93 95 99,000

 0 2 52 54 67,000

 0 1 55 56 60,000

 10 12 94 116 187,000

 0 3 115 118 125,000

 0 2 64 66 70,000

 0 1 84 85 87,000

 0 0 46 46 46,000

 0 0 60 60 60,000

 0 5 36 41 51,000

 9 3 146 158 187,000

 0 0 64 64 64,000

 0 1 58 59 61,000

 0 0 58 58 58,000

 0 2 28 30 34,000

 1 0 200 201 203,000

 9 2 83 94 118,000

 0 0 38 38 38,000

 4 5 133 142 168,000

 0 0 32 32 32,000

 0 0 17 17 17,000

 0 0 19 19 19,000

 0 0 8 8 8,000

 0 0 0 0 0

 33 42 1,677 1,752 1,956,000

　
今
年
度
も
左
記
の
と
お
り
、

会
員
会
費
を
頂
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
様
の
ご
理

解
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

　
平
成
27
年
度
の
社
会
福
祉
協

議
会
の
会
員
会
費
の
募
集
に
際

し
ま
し
て
は
、
皆
様
の
温
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
な
お
、
当
支
部
へ
の
還
元
金

は
九
十
七
万
八
千
円
が
交
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
お
金
は
、
大
旭
支
部
の
事
業

に
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。



（2）お　お　あ　さ　ひお　お　あ　さ　ひ（3）

安
全
で

安
心
な
町
づ
く
り
　

　
民
間
交
番
「
あ
さ
ひ
」

安
全
な
通
学
路
へ
　

  

友
二
小
で
感
謝
す
る
会

心
肺
そ
生
法
を
学
ぶ

　

活
動
内
容
を
小
林
会
長（
左
）に
伺
う

活
発
な
意
見
交
換

児
童
か
ら
の
お
礼
の
手
紙
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✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿
✿

太
陽
子
ど
も
会

県
球
技
大
会
ベ
ス
ト
８

地
域
ぐ
る
み
で
防
災
を

旭
台
団
地
４
区
自
主
防
災
会

好
成
績
を
収
め
た
太
陽
子
ど
も
会

　
友
部
第
二
小
学
校
（
森
田
正
男

校
長
）
で
は
、
３
月
８
日
「
地
域

の
方
に
感
謝
す
る
会
」
を
同
校
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
校
児
童
が
参
加
す
る
な
か
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が

入
場
、
児
童
が
開
会
を
宣
言
、
森

田
校
長
先
生
が
「
地
域
の
方
々
の

見
守
り
活
動
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
40
人
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
が
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
心
に
は
、

交
通
事
故
は
ゼ
ロ
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
児
童
の
皆
さ
ん
も
気

を
引
き
締
め
て
、
元
気
な
姿
を
見

せ
て
い
き
、
感
謝
の
気
持
ち
を
表

し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
児
童
代
表
か
ら
作
文
の
発

表
、
全
校
児
童
か
ら
お
礼
の
手
紙

や
校
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。

　
地
域
の
代
表
と
し
て
、
菅
原
毅

社
会
福
祉
協
議
会
大
旭
支
部
長
は

「
登
下
校
の
安
全
の
た
め
、
見
守

り
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
安
全
・
安
心
を
心
が
け
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
」

と
、
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
校
長
室
で
開
か
れ
た
意

見
交
換
会
で
は
、
通
学
路
に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
さ
れ
、

通
学
時
に
速
度
の
速
い
車
や
、
犬

の
フ
ン
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
、

側
溝
の
ふ
た
が
高
く
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が

つ
ま
ず
い
て
こ
ろ
ん
で
い
る
と
こ

ろ
を
度
々
見
て
い
る
こ
と
な
ど
、

通
学
路
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

　
２
月
８
日
、
笠
間
市
民
間
交
番

「
あ
さ
ひ
」
を
訪
問
し
、
開
設
か

ら
約
２
年
半
た
っ
た
現
在
の
活
動

の
様
子
を
、
笠
間
市
民
間
交
番

「
あ
さ
ひ
」
セ
ー
フ
テ
ィ
サ
ポ
ー

タ
の
小
林
厚
雄
さ
ん
（
笠
間
警
友

会
会
長
）
に
伺
い
ま
し
た
。

　
勤
務
体
制
は
、
平
日
が
笠
間
警

友
会
、
土
・
日
曜
日
が
笠
間
市
防

犯
連
絡
員
協
議
会
友
部
支
部
が
、

担
当
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
と
し
て
は
、
交
番
で
の
立

番
や
青
色
パ
ト
カ
ー
に
よ
る
巡

回
、
警
察
署
と
の
連
携
を
通
じ

て
、
児
童
・
生
徒
の
安
全
見
守

り
、
地
理
案
内
、
不
審
者
情
報
に

基
づ
く
警
戒
、
団
地
や
地
域
の
警

戒…

等
を
行
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　
民
間
交
番
が
で
き
て
か
ら
、
事

件
・
事
故
・
犯
罪
等
が
減
少
し
、

公
園
で
子
ど
も
と
過
ご
す
お
母
さ

ん
方
か
ら
は
「
パ
ト
カ
ー
で
巡
回

し
見
守
っ
て
く
だ
さ
る
の
で
、
安

心
し
て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
」

と
の
声
も
多
く
届
い
て
い
ま
す
。

　
装
備
面
の
不
足
、
勤
務
員
の
補

充…

等
の
課
題
は
あ
る
が
、
民
間

交
番
の
皆
さ
ん
の
活
動
に
よ
っ

て
、
地
域
の
安
全
・
安
心
が
保
た

れ
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。
　

　
昨
年
９
月
13
日
、
笠
間
市
民
体

育
館
で
、
第
12
回
茨
城
県
子
ど
も

会
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ

れ
、
県
内
市
町
村
大
会
を
勝
ち
抜

い
た
、
代
表
31
チ
ー
ム
が
出
場
し

ま
し
た
。

　
笠
間
市
か
ら
参
加
し
た
太
陽
子

ど
も
会
（
大
沢
下
地
区
）
は
、
出

場
枠
２
チ
ー
ム
の
１
チ
ー
ム
と
し

て
出
場
し
ま
し
た
。
　

　
開
会
式
で
行
わ
れ
た
選
手
宣
誓

で
は
、
太
陽
子
ど
も
会
の
小
野
瀬

さ
ん
兄
妹
（
６
年
生
）
が
、
試
合

に
臨
む
決
意
を
の
べ
ま
し
た
。
　

　
試
合
は
、
午
前
の
予
選
リ
ー
グ

戦
と
し
て
、
８
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
５
分
間
１
セ
ッ
ト
マ
ッ
チ
を

行
い
、
太
陽
子
ど
も
会
チ
ー
ム
は

こ
れ
を
、
接
戦
の
末
に
勝
ち
抜
き

ま
し
た
。
こ
の
戦
い
は
、
短
い
時

間
の
う
え
に
、
試
合
後
の
内
野
人

数
を
競
う
方
式
で
、
大
変
厳
し
い

も
の
で
し
た
。
　

　
こ
れ
に
続
く
午
後
の
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
は
、
ど
の
チ
ー
ム
も

レ
ベ
ル
が
高
く
強
豪
揃
い
で
、
ド

ッ
ジ
ボ
ー
ル
少
年
団
で
鍛
え
ら
れ

て
い
る
様
子
を
、
伺
わ
せ
る
選
手

も
数
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
太
陽
子
ど
も
会
は
、
堀
江

監
督
の
も
と
で
選
手
の
皆
さ
ん
が

和
や
か
な
雰
囲
気
と
、
勝
利
を
目

指
す
強
い
気
持
ち
を
併
せ
持
つ
チ

ー
ム
に
、
ま
と
め
あ
げ
ら
れ
て
い

る
よ
う
に
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
試
合
の
経

過
と
と
も
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
高

ま
り
に
表
れ
て
、
好
プ
レ―

の
連

続
に
つ
な
が
り
、
ベ
ス
ト
８
の
見

事
な
好
成
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
は
、
チ
ー
ム
の
皆
さ

ん
方
の
良
い
経
験
と
し
て
、
長
く

心
に
残
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
そ
の
一
方
、
観
客
席
で
は
大
勢

の
保
護
者
の
方
々
と
、
友
二
小
の

森
田
正
男
校
長
先
生
も
ご
一
緒
し

て
、
厳
し
い
試
合
を
勝
ち
上
が
っ

て
ゆ
く
選
手
の
姿
に
、
惜
し
み
の

な
い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
お
わ
り
に
、
保
護
者
か
ら
の
お

礼
の
言
葉
を
、
お
伝
え
し
ま
す
。

「
今
回
の
成
果
は
、
地
域
の
方
々

か
ら
児
童
が
温
か
く
見
守
ら
れ
て

い
る
証
と
、
感
謝
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
児
童
の
育
成
に
、
お
力

添
え
頂
き
ま
す
よ
う
、
お
願
い
い

た
し
ま
す
。」

　
選
手
の
皆
さ
ん
と
、
関
係
者
な

ら
び
に
保
護
者
の
皆
々
様
、
大
変

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
自
分
た
ち
の
地
域
は
、
自
分
た

ち
の
手
で
守
ろ
う
と
、
旭
台
団
地

４
区
（
青
木
清
区
長
）
で
は
、
平

成
24
年
９
月
23
日
、
自
主
防
災
組

織
を
立
ち
上
げ
、
毎
年
消
防
署
や

日
本
赤
十
字
社
茨
城
支
部
な
ど
の

指
導
を
受
け
、
防
災
総
合
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
同
区
の
自
主
防
災
会
（
会
長
は

区
長
が
兼
務
）
は
、
自
助
・
共
助

を
テ
ー
マ
に
し
な
が
ら
活
動
を
活

発
に
促
進
し
、
全
世
帯
が
家
族
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
域
の
安
心

を
守
る
た
め
積
極
的
に
参
加
、
日

頃
か
ら
も
住
民
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
組
織
は
、
避
難
誘
導
班
（
家
庭

へ
の
避
難
呼
び
か
け
）
、
情
報
班

（
行
政
な
ど
か
ら
の
情
報
）
、
消

火
班
（
消
火
活
動
）
、
救
出
救
護

班
（
ケ
ガ
人
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
の
使

い
方
な
ど
）
、
給
食
給
水
班
（
炊

き
出
し
）
の
５
つ
で
組
織
し
て
お

り
、
い
つ
で
も
活
動
で
き
る
よ
う

な
体
制
が
整
い
、
日
頃
か
ら
住
民

同
氏
の
防
災
意
識
が
高
く
、
住
民

か
ら
の
備
え
に
つ
い
て
相
談
が
あ

れ
ば
、
会
と
し
て
全
面
的
に
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
も
し
て
お
り
、
防
災
知

識
の
普
及
は
勿
論
の
こ
と
、
連
帯

感
が
強
い
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
と
し
て

は
、
先
進
的
な
会
運
営
と
し
て
、

他
地
域
か
ら
見
学
に
来
た
り
、
相

談
が
あ
れ
ば
指
導
な
ど
の
活
動
も

行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
消
火
訓
練
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安
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な
通
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路
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友
二
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で
感
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す
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会
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そ
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ぶ
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動
内
容
を
小
林
会
長（
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太
陽
子
ど
も
会

県
球
技
大
会
ベ
ス
ト
８

地
域
ぐ
る
み
で
防
災
を

旭
台
団
地
４
区
自
主
防
災
会

好
成
績
を
収
め
た
太
陽
子
ど
も
会

　
友
部
第
二
小
学
校
（
森
田
正
男

校
長
）
で
は
、
３
月
８
日
「
地
域

の
方
に
感
謝
す
る
会
」
を
同
校
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
全
校
児
童
が
参
加
す
る
な
か
、

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が

入
場
、
児
童
が
開
会
を
宣
言
、
森

田
校
長
先
生
が
「
地
域
の
方
々
の

見
守
り
活
動
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
40
人
以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
が
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
心
に
は
、

交
通
事
故
は
ゼ
ロ
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
児
童
の
皆
さ
ん
も
気

を
引
き
締
め
て
、
元
気
な
姿
を
見

せ
て
い
き
、
感
謝
の
気
持
ち
を
表

し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
が

あ
り
、
児
童
代
表
か
ら
作
文
の
発

表
、
全
校
児
童
か
ら
お
礼
の
手
紙

や
校
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま

し
た
。

　
地
域
の
代
表
と
し
て
、
菅
原
毅

社
会
福
祉
協
議
会
大
旭
支
部
長
は

「
登
下
校
の
安
全
の
た
め
、
見
守

り
活
動
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し
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す
。
こ
れ
か

ら
も
安
全
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安
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が
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ラ
ン

テ
ィ
ア
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ま
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す
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と
、
感
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述
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ま
し
た
。

　
ま
た
、
校
長
室
で
開
か
れ
た
意

見
交
換
会
で
は
、
通
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に
つ
い

て
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
出
さ
れ
、

通
学
時
に
速
度
の
速
い
車
や
、
犬

の
フ
ン
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
、

側
溝
の
ふ
た
が
高
く
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
が

つ
ま
ず
い
て
こ
ろ
ん
で
い
る
と
こ

ろ
を
度
々
見
て
い
る
こ
と
な
ど
、

通
学
路
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
が
出
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れ
て
い
ま
し
た
。

　

　
２
月
８
日
、
笠
間
市
民
間
交
番

「
あ
さ
ひ
」
を
訪
問
し
、
開
設
か

ら
約
２
年
半
た
っ
た
現
在
の
活
動

の
様
子
を
、
笠
間
市
民
間
交
番

「
あ
さ
ひ
」
セ
ー
フ
テ
ィ
サ
ポ
ー

タ
の
小
林
厚
雄
さ
ん
（
笠
間
警
友

会
会
長
）
に
伺
い
ま
し
た
。

　
勤
務
体
制
は
、
平
日
が
笠
間
警

友
会
、
土
・
日
曜
日
が
笠
間
市
防

犯
連
絡
員
協
議
会
友
部
支
部
が
、

担
当
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
と
し
て
は
、
交
番
で
の
立

番
や
青
色
パ
ト
カ
ー
に
よ
る
巡

回
、
警
察
署
と
の
連
携
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じ

て
、
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童
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生
徒
の
安
全
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り
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地
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案
内
、
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基
づ
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、
団
地
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域
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警
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等
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と
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こ
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で
す
。
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、
事
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、

公
園
で
子
ど
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過
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す
お
母
さ
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パ
ト
カ
ー
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回
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さ
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の
で
、
安
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過
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と
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」
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す
。
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保
た
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。
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13
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、
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茨
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も

会
ド
ッ
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ボ
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催
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、
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、
代
表
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チ
ー
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が
出
場
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ま
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た
。

　
笠
間
市
か
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加
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ど
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会
（
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区
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枠
２
チ
ー
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し
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。
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手
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で
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６
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試
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。
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５
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。
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。
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ベ
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、
ド

ッ
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ボ
ー
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鍛
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ら
れ
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い
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、
伺
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せ
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選
手

も
数
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受
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ら
れ
ま
し
た
。

　
一
方
太
陽
子
ど
も
会
は
、
堀
江

監
督
の
も
と
で
選
手
の
皆
さ
ん
が

和
や
か
な
雰
囲
気
と
、
勝
利
を
目

指
す
強
い
気
持
ち
を
併
せ
持
つ
チ

ー
ム
に
、
ま
と
め
あ
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ら
れ
て
い

る
よ
う
に
見
ら
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ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
成
果
は
、
試
合
の
経

過
と
と
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に
チ
ー
ム
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ク
の
高
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、
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績
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。
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、
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。
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で
は
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、
友
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葉
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。
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。
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の
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、
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願
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の
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と
、
関
係
者
な

ら
び
に
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者
の
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様
、
大
変

お
め
で
と
う
ご
ざ
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し
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。

　
自
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ち
の
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、
自
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の
手
で
守
ろ
う
と
、
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台
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（
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長
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で
は
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９
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、
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茨
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も
住
民
同
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の
コ
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ケ
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シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
組
織
は
、
避
難
誘
導
班
（
家
庭

へ
の
避
難
呼
び
か
け
）
、
情
報
班

（
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政
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ど
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動
）
、
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救
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（
ケ
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人
や
Ａ
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Ｄ
な
ど
の
使
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方
な
ど
）
、
給
食
給
水
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（
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出
し
）
の
５
つ
で
組
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し
て
お

り
、
い
つ
で
も
活
動
で
き
る
よ
う

な
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制
が
整
い
、
日
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か
ら
住
民

同
氏
の
防
災
意
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が
高
く
、
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か
ら
の
備
え
に
つ
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て
相
談
が
あ

れ
ば
、
会
と
し
て
全
面
的
に
バ
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も
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て
お
り
、
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災
知
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の
普
及
は
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の
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と
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感
が
強
い
こ
と
が
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え
ま
し
た
。

　
ま
た
、
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組
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と
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て
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進
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運
営
と
し
て
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。
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地
域
の
力
を
集
め
て

　
ふ
れ
あ
い
食
事
会

チンドン屋さん

きつね踊り

衣装替えのお手伝い

◀ドレス型タオル掛け

お弁当▶

　

　
春
の
訪
れ
が
近
付
き
つ
つ
あ
る

３
月
13
日
に
、
社
会
福
祉
協
議
会

大
旭
支
部
主
催
「
ふ
れ
あ
い
食
事

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
の
笠
間
市
友
部
社
会
福
祉

会
館
に
は
、
大
旭
支
部
地
域
に
お

住
ま
い
の
80
歳
以
上
の
高
齢
者
65

名
が
、
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
食
事
会
は
、
支
部
役
員
・

女
性
部
（
渡
辺
米
子
部
長
兼
に
じ

の
会
会
長
）
を
は
じ
め
、
支
部
内

の
行
政
区
長
、
民
生
委
員
な
ら
び

に
、
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
支
部
を

あ
げ
て
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
開
会
は
、
小
野
武
副
支
部
長
の

司
会
で
始
ま
り
、
主
催
者
の
菅
原

毅
支
部
長
か
ら
「
１
０
０
余
名
の

方
々
の
ご
協
力
で
、
ふ
れ
あ
い
食

事
会
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
春
の
ひ
と
と
き
を
、
お
楽

し
み
下
さ
い
」
と
、
あ
い
さ
つ
が

あ
り
ま
し
た
。

　
来
賓
の
、
山
口
伸
樹
笠
間
市
長

か
ら
は
「
大
旭
支
部
の
ふ
れ
あ
い

食
事
会
で
、
地
域
が
元
気
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
笠
間
市
は
、
市
制

10
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
課
題
を

解
決
し
つ
つ
、
安
心
で
き
る
街
づ

く
り
を
進
め
ま
す
」
ま
た
、
小
池

和
夫
笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
次

長
か
ら
も
「
本
日
の
つ
ど
い
を
楽

し
ん
で
頂
き
、
末
永
く
元
気
で
お

過
ご
し
下
さ
い
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ

に
祝
辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　
続
く
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

笠
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
か
ら
、
数
々
の

演
技
が
お
披
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

　
野
菊
の
会
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、

き
つ
ね
踊
り
（
独
演
）
と
、

ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り
（
共
演
）
が
披

露
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
か
で
も
、
ひ
ょ
っ
と
こ
踊
り

に
は
会
場
か
ら
の
飛
び
入
り
参
加

も
あ
っ
て
、
楽
し
み
が
一
層
増
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

　
小
松
崎
美
恵
子
さ
ん
の
演
じ
る

演
芸
は
、
チ
ン
ド
ン
屋
の
鉦
や
太

鼓
の
に
ぎ
や
か
さ
・
う
い
ろ
う
売

り
の
お
目
出
度
い
口
上
・
南
京
玉

す
だ
れ
の
造
形
の
妙
が
、
次
々
と

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
演
目
の
あ
い
だ
の
衣
装
替
え
で

は
、
場
内
か
ら
お
客
さ
ま
が
お
手

伝
い
と
し
て
出
演
さ
れ
、
ふ
た
り

の
あ
い
だ
で
取
り
交
わ
す
軽
妙
な

や
り
と
り
に
は
、
た
く
さ
ん
の
ほ

ほ
え
み
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
食
事
は
、
女
性
部
の
皆
さ
ん
の

手
に
な
る
、
煮
物
中
心
の
季
節
感

あ
ふ
れ
た
手
作
り
弁
当
で
し
た
。

渡
辺
部
長
か
ら
「
お
客
さ
ま
に
お

い
し
い
と
言
っ
て
頂
け
ま
す
よ
う

に
、
心
を
込
め
て
作
り
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
、
ゆ
っ
く
り
お
召
し
あ
が

り
下
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
の
の
ち

に
、
参
加
者
全
員
で
食
事
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　
食
後
に
は
「
音
楽
の
友
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
Ｙ
＆
Ｋ
」
の
懐
メ
ロ
で
、

若
き
時
代
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　
お
客
さ
ま
方
は
、
記
念
品
（
ド

レ
ス
型
タ
オ
ル
掛
け
　
女
性
部
員

の
手
編
み
品
）
を
手
に
し
て
、
帰

途
に
つ
き
ま
し
た
。
　
　
　
　
　

　
大
旭
支
部
で
は
、
広
報
紙
を
年

３
回
発
行
し
て
い
ま
す
。
仕
事
の

内
容
は
、
企
画
・
取
材
・
編
集
な

ど
の
作
業
を
通
じ
て
、
支
部
の
活

動
状
況
な
ど
を
会
員
の
皆
様
に
報

告
す
る
こ
と
が
主
な
事
業
で
す
。

　
広
報
紙
作
成
に
興
味
の
あ
る
方

は
、
是
非
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
を
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

☎
０
９
０ 

２
５
４
７ 

１
２
８
０ 

広
報
委
員
長
　
吉
田
正
次

　
昨
年
12
月
27
日
発
行
の
、
本
誌

第
１
０
７
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
の
で
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）
鷲
見
泉
石

（
正
）
鷹
見
泉
石

　
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
、
友
部

第
二
小
学
校
主
催
「
地
域
の
方
に

感
謝
す
る
会
」
で
の
意
見
交
換
会

の
際
に
、
提
起
さ
れ
た
通
学
道
路

の
危
険
個
所
は
、
笠
間
市
に
改
善

を
依
頼
の
結
果
、
３
月
10
日
に
段

差
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。
関
係
者

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（4）お　お　あ　さ　ひ

平
成
27
年
度
会
員
会
費
の
報
告
と
お
礼

　

平 成 2７年 度 　 大 旭 支 部 会 員 会 費 報 告

地　区　名 法人 特別 一般 会員 合　　計
矢 野 下 藤 株

矢 野 下 下 郷

大 沢 上 １

大 沢 上 ２

大 沢 上 ３

大 沢 下 １

大 沢 下 ２

八 幡 台 １

八 幡 台 ２

原 団 地

清 住 町

若 狭 山

旭 台

旭 台 団 地 １

旭 台 団 地 ２

旭 台 団 地 ３

旭 台 団 地 ４

旭 平 １

旭 平 ２

旭 平 団 地

旭 崎 １

旭 崎 ２

緑 ヶ 丘 団 地

サ ン ス テ ー ジ

矢 野 下 本 郷

アクシーズタワー本郷

合 計

 0 0 18 18 18,000

 0 1 76 77 79,000

 0 2 93 95 99,000

 0 2 52 54 67,000

 0 1 55 56 60,000

 10 12 94 116 187,000

 0 3 115 118 125,000

 0 2 64 66 70,000

 0 1 84 85 87,000

 0 0 46 46 46,000

 0 0 60 60 60,000

 0 5 36 41 51,000

 9 3 146 158 187,000

 0 0 64 64 64,000

 0 1 58 59 61,000

 0 0 58 58 58,000

 0 2 28 30 34,000

 1 0 200 201 203,000

 9 2 83 94 118,000

 0 0 38 38 38,000

 4 5 133 142 168,000

 0 0 32 32 32,000

 0 0 17 17 17,000

 0 0 19 19 19,000

 0 0 8 8 8,000

 0 0 0 0 0

 33 42 1,677 1,752 1,956,000

　
今
年
度
も
左
記
の
と
お
り
、

会
員
会
費
を
頂
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
こ
れ
も
皆
様
の
ご
理

解
の
た
ま
も
の
と
心
か
ら
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

　
平
成
27
年
度
の
社
会
福
祉
協

議
会
の
会
員
会
費
の
募
集
に
際

し
ま
し
て
は
、
皆
様
の
温
か
い

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
な
お
、
当
支
部
へ
の
還
元
金

は
九
十
七
万
八
千
円
が
交
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
お
金
は
、
大
旭
支
部
の
事
業

に
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。


